
１　交通事故発生状況 ２　死亡事故（67件、70人）の特徴
（１） 全国及び管区内各県の死者数

（１）

（２） 交差点での事故が増加

（３） 歩行者の死者が増加

（２） 県下の交通事故発生状況

（４）

（５） 自動車乗車中の死者が約４割　うちシートベルト非着用者の死者が半数近くを占める

（６） 50～64歳の運転者による事故25件［前年比＋18件］

（３） 月別死者数 （７） 40～64歳の死者20人［前年比＋15人］うち自動車乗車中13人［前年比＋10人］

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 （８） 二輪乗車中の死者11人［前年比＋８人］　うち自動二輪９人［前年比＋８人］

6 6 3 1 4 8 3 6 6 5 10 12 《　その他　》

2 2 1 8 1 5 6 3 6 11 3 2 〇 高齢運転者事故が17件で全運転者事故（62件）の27.4％ ［前年：20件・46.5％］

+ 4 + 4 + 2 - 7 + 3 + 3 - 3 + 3 0 - 6 + 7 + 10 〇 若年運転者事故が４件で全運転者事故の6.5％ ［前年： ５件・11.6％］

〇 飲酒関係事故が３件で全事故の4.5％ ［前年： ０件］

（４） ブロック別死者数

30日死者は９人で、前年同期より４人増加している。

（５） 年齢層別死者数

【　過去10年間の死者数推移　】

H26 H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５

93 106 90 75 91 84 43 61 75 50

100 114 97 81 98 90 46 66 81 54

注：指数はH26を100として算出
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交通事故発生状況　（令和６年12月末現在）

区 分 令 和 ６ 年 増 減 数 増 減 率

全 国 2,663 - 15 - 0.6% 
令 和 ５ 年

2,678

令和６年中の死亡事故は67件70人発生し、死者数は前年より20人増加した。
全国での岐阜県の位置（ﾜｰｽﾄ順位）は、死者数12位、増減数１位、増減率４位。
また、人口10万人当たりの死者数は3.63人で、全国ワースト７位。（全国：2.14人）

66

夜間の事故が増加

福 井 23 + 3 + 15.0% 

富 山 22 - 9 - 29.0% 夜間の事故が36件（37人)で、前年より18件増加し、全事故（67件）の53.7％を占め、特に車
対歩行者の事故が19件と夜間事故の半数以上を占めた。30 + 2 + 7.1% 
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   交差点での事故が30件で、前年より14件増加し、全事故の44.8％を占め、このうち信号の
無い交差点での事故が25件と交差点事故の大半を占めた。

歩行者の死者が25人で、前年より10人増加し、全死者（70人）の35.7％を占め、このうち道
路横断中の死者が21人（うち横断歩道横断中５人）であった。

   高齢者の死者が43人で、前年より４人増加し、全死者の61.4％を占め、このうち歩行中が20
人（いずれも75歳以上）で、高齢死者の46.5％を占めた。

３ 「30日死者」（24時間を経過し30日以内に死亡した者）

高齢者の死者が６割強

自動車乗車中の死者が26人で、前年より３人増加し、全死者の37.1％を占め、このうちシー
トベルト非着用者が12人で自動車乗車中死者の46.2％を占め、10人が着用していれば死亡
には至らなかったと思われる。
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注：若年は24歳以下、高齢は65歳以上をいう。

夜間は日没から日の出までをいう。

運転者事故は原付以上運転者が第１当事者（主たる原因）となった事故をいう。

飲酒関係事故は原付以上の第１当事者が飲酒状態による事故で検知不能を含む。


